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1.は じめ に

この住 まいのこ当主辻一郎氏か ら 「190年程 も前 に立 てられた ものだが、何 か と住み難

い ところがある上に所々傷み もあって困っている。 しか し、今 も老人(ご 母堂)が 住んで

いるというだけでな く、それな りの愛着 もあって取 り壊す気 にもな らず…」 と相談 を受け

て現地を訪ねたのが このプロジェク トの始ま りであ る。

周辺には、今 日風 に建 て替え られた もの もあるが、まだ古い姿 のままの 「まちや」が数

多 く残 ってお り町並み としても美 しく落ちついた雰囲気 を保 っている。

学生 と京都 ・奈良の 「まちや」 を見学することはあ っても、 ここで実際に直接関わること
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がで きるのは大変興味深 く、刺激的 とも言 えることであった。

何代 も住み継いだ家族の歴史 と記憶 を大切 に しなが ら、現代生活に適応で きる快適な住

まいになる ように、殊 に老夫人 にも住みやすいものに、限 られた予算の中で整えることが

テーマ となった。

この レポー トは、改修 をすすめる中で、計画 と工事の始終 を客観的に記録 しようとした

もので、学術的調査 ・考証 を目的 とした ものではない。後 日確認がで きるものについては

今 回の記録の対象から除いた。

豆.沿 革

天井裏 に残 されていた棟札 〔写真2〕 に よれば 「文政弐年辰六月水 之」 とあ り、1820年

に建て られた ものである。 当初 は旅籠 としてつ くられた ものを、後 に商家 として買取 り、

先々代 まで呉服の大店 として使 われて きた ものである。

戦後は専 ら住宅 として使われている。 ジャー

ナ リス トであった先代のこ当主(辻 平一氏)・ 糞 繋

の人柄や交流の広さもあって多 くの一流の文 餐

人 墨 客 や 芸 術 家 が 出 入 りす る 文 化 サ 。 ン で も ダ:.f」33dr<

鶴霧三綴 戴衡 馨購
その後、時代 とライフスタイルの変化に と

もない、幾度か手 を加 えなが ら今 日まで老夫'慣
写真2棟 札

人が住み続 けている ものである。
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皿.立 地 と町並 み

所在地 奈良県 天理市 丹波市町20--1

当該地 は、京 ・大阪か ら奈良 を経て吉野 ・伊勢 に至 る主要交通路上にあ り、古 くには

"上 ツ道"
、後の"初 瀬街道"に 沿 って位置 している。旧幕領"丹 波"の 宿場 として大いに

賑わい、市(い ち)が6日 毎にたって、後 に"丹 波市町(た んばい ち)"と して地域 の中

核 とな り今 日に至っている。

後 に天理市 となる丹波市町は本町 ・中之町 ・南之町 ・中島町 ・新町 と広が りをもつが、

その中央部の中之町にこの住 まいはある。

この街 区は約150mに わたって周辺一般道路 の2倍 の幅員約10mに 広げ られて市(い ち)

の中心 であったことがわかる。 この住 まいのほぼ正面 に市(い ち)の 守 り神"市 座神社

(恵比須神社)"が ある 〔写真4〕 。当時 よ りごく近年 まで朝市 な どに使 われた大 きな木造

の上屋 〔写真3〕 が この住宅の前面道路(巾10m)の 道路内に現存 し往時 を偲 ばせる。
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N.辻 家 住 宅 の 原 況

(1)概 要

本屋 木造2階 建て

屋根 本瓦葺 向かって左(側 道側)入 母屋

右(隣 家側)切 妻

軒裏 ・垂木 ・破風 ・けらば等 漆喰塗込仕上げ

壁 上部 漆喰塗 り

下部(内 法 まで)竪 板貼 目板押 さえ、一部下見板貼 り

開口2階 虫籠窓1階 木格子 窓

蔵 木造2階 建て 土蔵造 り

屋根 本瓦葺 切妻

壁 漆喰塗 り 下部竪板貼 目板押 さえ

付属棟 木造 平屋建て(古 くには井戸 ・風 呂)

屋根 桟瓦葺

壁 真壁漆喰塗 り 一部竪板貼 目板押 さえ

別棟 木造2階 建て

屋根 桟瓦葺

壁 真壁漆喰塗 り 一・部竪板貼 目板押 さえ

以前 は倉 として使用 された もの、後医院に転用増改築が されている。近 く

改修 本屋 との連帯 をふ まえて書斎 に改修予定。

② 面積

敷地面積339.0㎡

本屋床面積1階138.48m2階99.90㎡ 計228.38㎡

蔵1階18.97m2階18.97m計37。94㎡

付属棟 省略

別棟 省略
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(3)建 物配置

正面道路 に面 して(東 向 き)平 入 りの本屋が建 て られている。

中庭 をはさんで北 よ りに蔵、南に附属棟、さらに奥(西 側)に 別棟がある。

南側道 は幅員3.220mで ある 〔図2〕 。
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(4)本 屋 平面図(間 取 り)

「まちや」平面の原則通 り、土問(た た き)が 、玄関か ら中庭 まで家の中 を貫通 し座敷

をつ なぎなが ら別建屋の井戸や蔵 にまで導 く。

田の字 プランを基 になっているが、大店であることもあって多室(6室)化 し、さ らに

本二階建 てとなってい る。
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土間③ の南側一現台所(4帖)の スペースは以前には土間③が広がっていて七つか まど

が据え られていた。

食堂は作業乃至使用人のためのスペースであった と考 えられる 〔図3〕 。
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図5屋 根伏 せ図
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奈良 ・丹波市町の 「まちや」一辻家住宅一の改修覚書

(5)外 観

本瓦葺、 白漆喰塗 りの軒 と壁、控 えめ なうだつ、2階 は水切長押のついた虫籠窓、1階

の木格子 な ど現存する近 隣の 「まちや」 と軒 を連ねて調和 を保 ち、美 しい まちなみ をつ

くっている 〔写真7〕 。

古 くか ら賑 わった宿場、市のたつ大通 りに面 し側道側 は入母屋、隣家側は切妻 とした屋

根 はわずか にむ くりがあって街 区のホ ッ トコーナー を意識 したものとなっている。

町並みの なかで一見 して屋根が高い。旅籠 として また大店 として2階 部分の居住性 を高

めようとしたこ と、その威容 を示そ うとしたことにあると思 われる 〔写真10〕。

2階 壁面は2m以 上後退、1階 みせ の外壁(格 子)は 町並 み と同一面 にあ り下屋庇

も近隣周辺 と連続を保っている 〔写真11-1、11-2〕 。

写真8側 道 西より

写真9側 道より蔵を見る

懸

写真10玄 関
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(6)断 面

近郊(京 都 ・奈良)ま ちや に多 く見 られる一一般的なツシ2階 と異 な り、2階 の階高が大

きく、2階 の諸室 も全て水平の2重 天井(高 さ2.360mm)が 張 られてお り当初 よ り居室を

意図 した ものである。

京 まちや など古 くは社会身分制度の影響 を受け、住 まい ・みせ においては形態制限を受

け、屋根(特 に表通 りに面 して)は 低 く抑 えて表現 された。それが また親 しみやすい人間

尺度の町並み を作ってきた ともいえる。

多 くは、いわゆる 「ツシ2階 」であ り、屋根裏 を露出 した低い天井の2階 部屋 として、

養蚕 ・物置 ・使用人部屋 な どに用い られた。軒高は15～16尺 に抑 え られて、柱用材 も丈五

の もので足 りた。

図6本2階 断面図の例

到

図7厨 司(ツ シ)2階 断面図の例

現状(今 回の改修工事以前)で は台所 ・食堂の上部 に茶室水屋 などがつ くられ、台所 に

も水平天井が張 られているが、元々は火袋 として屋根 まで吹 き抜け となっていた。小屋裏

には屋根面 まで土壁が塗 り上 げられて他の部屋へ の煙 ・熱の侵入 を遮 っていたのがわかる

〔図9、10断 面図参照〕。煙 出しは現存 しない。
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図8辻 家 略断面図

1階 みせ にお ける大 引 天井 まで は2.830、 内法 は1.780で 統 一 され て いる。

屋根 勾 配 は5/10、 軒 は道路 側庇 下 で2.550で(単 位 はmm)

中庭側へは大 きく開かれているので、道路側開口(虫 籠窓 ・格子窓)は 小 さいに もかか

わ らず通風は よい。巨大な小屋裏空 間とあいまって夏季 も予想以上 に涼 しく快適である。

冬季は吹 き抜 け空間があること、建具の気密性が低 いことか ら温度環境 は厳 しく寝室な ど

は外壁 に直接触れない"お く"に 置かれているが、 これは採光 ・換気の点では難がある。
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(7)木 組み

小屋束は整然 と配置 され大 きい屋根荷重 を小屋梁(丸 太200～300φ)に 伝 え、その梁 を

介 して2階 柱 に流 している。2階 柱の下或いは2階 床梁の交点の下に1階 柱がないところ

も多 く、内部柱は1・2階 の間取 りを重 ねていないこともあって一見 自在 に建 て られてい

る 〔図12、13、14参 照〕。

外壁(約7m×10m)の 桁行方向は、大 きく開放 されてお り横力に抵抗 し得 る壁や軸組

みはない と言 える。梁 問方向は1・2階 とも通 しの柱が細か くたち、開口が殆 どない厚い

土壁 となっている。

柱 は基礎(玉 石)ま で直接伸びてお り、足 固め ・大引 き(120×120)な どによって柱脚

をつないでいる。根太 は(55×55@400)、 床板(松25～30)と 強固で、床面の水平剛性

は高い。

使用木材 は原則 として 柱が栂(125×125～160×160)

梁が松(240×300)と なっている。

今 日的な木構造の常識 としては、規則正 しい グリッ ドの上に柱が立 ち、架構が組み立て

られる。 また要所 には金物によって補 強が施され、耐横力要素 としての軸組みや壁 をバ ラ

ンス よく配置するべ きもの とされているが、ここではそれと異 な り伝統的な思想 と経験 に

よる独特の木組みを見 ることが出来 る。

質の良い材料を

余裕のある断面寸法で用い

架構の仕 口の高い施工技術 によって外力 に弾力的対応 を してい る。すなわち水平力 を節

点のわずか な変形 として吸収 した り他のエネルギーへ の変換 とい う対応で度々の地震 に

耐えて今 日に至 っている。

外周以外 は柱 を上下層通す ことにこだわらず、む しろ横力の集中を柔 らか く避 けて、強

力な横架材(床 ・梁 ・貫)に よって力 を全体構造に分配、いわばカゴ状の構造 でまとめ ら

れた もの と見 ることが 出来る。

また、建物(柱)の 傾 き調査では、最大 東南へ30/2900の 倒れが認め られた。床面の

水平については問題 となるものはなかった。
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奈良 ・丹波市町の 「まちや」一辻家住宅一の改修覚書

V.ま ちや 基本形 としての特徴

まちやは地方地域 に共通す る間取 り ・空間構城 ・様式 ・ディテールをもって、周辺 と連

続連帯 して親 しみのある美 しい景観 を形成す る。 同時に、個 々の家 は独立 し計画的にも市

場性 において も自律 的であ り、それぞれ工夫を凝 らして存在感 を発揮するのである。

(1)全 体的特徴

低層 ・高密度の商い町住 区を形成する。街道 に沿 って商家が連 な り隣家 とは殆 ど密着 し

て町並み をつ くるが、構造的には1戸 ずつ独 自に造 られ模様替え ・建 て替 えは自在である。

この住 まいにおいても同様である。屋根 の高 さは大 きく違 って も1階 軒先 はほぼ揃えて調

和 を保 っている。

図15地 割図

津

2
饗

'
肉

道路 に面 して細分化 された敷地はいわゆる

うなぎの寝床状で当敷地 も大店 とはいえ

間口(南 北)12.280、

奥行(東 西)28.800で ある 〔図15〕。

木造であって も長寿命建築が当然 とされ、

先に述べ たように、良質材 ・余裕寸法 ・職人

の技術 に支えられて耐久力を高めている。そ

の長い耐用年数の中で変わってい く家族構成、

多様化す るライフス タイルか らくるニーズの

変化に柔軟に対応 を求め られる。この辻家住

宅 において も数回の大改修がなされてお り、

その時々の生活 を容れて きたのである。今 日

いうところのスケル トン ・インフィルの思想

に通 じる ものがある。

は じめ(1820)宿 場の旅籠 として建て られ

たが商家に改修、本2階 を活かして書院 ・床 ・

脇棚のある2間 続 きの座敷が設けられた。

さらに、水屋 ・前室 を備 えた茶室(4,5帖)、

縁側等が造 られたが、何 れ も高品質の資材 と

職人技 による本格的造作である。 この時通 り

庭(土 間)の 吹 き抜 けは増築 された2階 床 に

よって閉じられた。
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戦後、生活改善ニーズに応 じて台所 ・食堂 ・浴室 ・便所の洋室化が図 られ主 として水周

りの諸室が改造 された。土 間であった台所 は板貼 り床 とな り、たたきの床 と共 に七つか ま

ど座 り流 しも廃 され代わって流 し台 ・コンロ台が作 り付 けられた。同時に壁天井梁柱 は当

時の合板 ・押 し縁 で覆われ大壁洋室 になったが、今 日それ らの部分(水 まわ り)の 損傷が

激 しくこの住 まいの中で違和感が強 く感 じられた。

奔放 な間仕切 り 多 くの まちやに も見 られるが、間仕切 りは比較的自在につ くられ、部

屋の隅に立つ柱 は結果 として1・2階 同位置にすることにこだわっていない。 ときには、

直交す るふす ま同士を直接ぶ っつけている 〔図3、4参 照〕。

大空間 とプライバ シー ふす ま ・障子 による間仕切 りは祭事 などの必要 に応 じて自由に

大部屋 を作 り出すが、音は筒抜けで個の生活 を保つ には困難な面が多いが、部屋の数 と広

さ(距 離)に よってカバー して きた。 また、そのこ とが 日本独特 の しつ らえ(室 礼)と 作

法 を作 り出 した ともいえる。

暗い 採光面積が小 さく全 くない部屋 も多い。壁面等の反射率 も低いので、明 るさに慣

れた目には確 かに暗 い。細かい ものを見 る所 は自然に選 ばれることになる。そのなかで、

光 に敏感 にな り、朝夕の 自然時間に対する感性が鋭 くなったのではなかったろうか。

基礎 は堅牢であるとはいい難い この住宅の場合 も、 よく固め られた地盤上ではあるが

玉石に直接柱 を乗せた ものである。柱脚 を床梁 ・大引 き ・根が らみな どで固めて建物底部

の水平剛性 を高めた上で基礎石 に乗せ一種の免震効果 をもたらした ものとも考 えられるが

理論計算上では安全 を担保するものではない。

(2)部 分的特徴

象徴 的な柱

十間(通 り庭)と 台所の境、以前 には煙だ し吹 き抜 けの隅部に大寸(210×210)の

櫻 の柱がある。いわゆる大黒柱の位置(座 敷 と通 り庭の境、家の中心的位置)で はな

いが、 この地方一 大和 ・奈良一 では"ハ ナカ ミ柱"と 呼ばれている。構造上は大 きな

意味 を持 っていないが シンボル としての存在が大 きい。

詳細

屋 根 瓦:本 瓦 巾280、 押 え丸瓦160φ 〔写真12〕

虫 籠 窓:大 小 二つ あ り、大 は90×90@ユ80、 小 は80×120@160塗 りこめ格子 〔写真12〕

木 格 子:糸 屋 格子 ほか3種 の竪格 子 、 道路 側 に駒 返 しの柵 〔写真13、14〕
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内法 差 し鴨居 ・上が り桓 の横架材は大寸の ものが使われ

横力の分配伝達 に働 いている。 また、下足 のままで

入って行 くことの許された土間空間 とそれに面 して

連続 している店 ・座敷 との境界 を示す際立 った表現

ともなっている 〔写真15〕。

階段 道路側左右(南 北)隅 に回 り階段 ・直進階段 の二つ

がある 〔写真16〕。

図16内 法

写真15大 寸の構造材
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V[.今 回実施 す る辻 家住宅 の"改 修"

地域や 「家」 にお ける共同体 としての生活が稀薄になることによって、その容 れ物であ

る ところの現代 の住 まいか ら消 えていったものがある。その懐か しくも大切 なものが、 こ

の住 まいには残 っている。

この 「家」 に生 まれ、一生 を過 ご していった何世代 もの人々を見守 って きたであろう

黒々 と光 る頼 もしい柱 ・梁、柔 らかい土壁。 中庭か らの光 を逆光で反射 させなが ら、「家」

を貫いてい くたたきつ くりの土間。庭の樹木 ・土 ・水 ・虫たちまで もが加わって、190年 の

時間をこえて語 りかけて くるものが確かにある。

392一



奈良 ・丹波市町の 「まちや」一辻家住宅一の改修覚書

これを感傷 として或いは、単に本物であるか らとい うことで、「古 きよきものを剥製の

ように保存す る」 のではな く、現実の生活 をしっか りと受 け容 れる"生 きているまちや"

として改修す る。

V[-1改 修 の 方 針

(1)構 造上の検討

当該地の地盤

敷地は奈良盆地の東縁北部に位置 している。奈良盆地は面積300km、 西は生駒山地、

東 は笠木山地大和高原 に囲 まれた典型 的な盆地である。標 高は40～100m、 中央部か

ら西側地域が最 も低 くなる。盆地全体 は大和水系 に属 し,北 か ら佐保川、南 か ら初瀬

川飛鳥川葛城川など盆地中央で合流 して大和川 とな り生駒/葛 城 山系 を横断 して大阪

府下へ流下する。

当盆地は基盤地質区分上は領家帯 に属 し、周辺山地には盆地の基盤 を構成 する花 闘

岩が分布 し、その上に段丘堆積層や沖積層が堆積 している。又、 この段丘面は大和高

原か ら流入す る河川 による扇状地が形成されてい る。

当該地(丹 波市町)付 近の地盤 ボー リング調査 による地盤構成は次のようであ る。地

表面か ら約10mはN値5～10の シル ト質粘土、砂混 じり粘土、その下 はN値40～50程

度の礫 質土が堆積 し、さ らにその下は洪積層N値20～30の 砂質粘土がGL-35m付 近 ま

で堆積、それ以深の礫質層/洪 積粘土の互層へ続 く。

資料 によれば、沖積粘 土の1軸 圧縮強度 はGL-6m付 近で6.5ton/㎡ とあ り、 この

種の低層木造住宅の地盤 としては問題はない。

震源 は直近ではないが過去数回の内陸活断層 による地震 を経験 している。
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図18土 質柱状図
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建物の補強

現況調査 の項で述べた ように間口(南 北)方 向の壁が極端 に少な く、 また東南に若

干 の倒 れ も認め られることか ら補強について検討 されたが、ふす ま ・障子 による融通

無碍なる間仕切 りを もってのまちや独特の空間構成 を失 うことにな り、 もしも耐震的

軸組みを新設挿入 した場合その部位 に力の集中を生み、 コンクリー ト布基礎 などでそ

の集中力 を受け止める方式 にで も改めない限 りかえってバ ランス を損なうことにな り

かねない と判断 された。

結論 としては、耐震安全性 向上 に向けての解体 ・補 強 ・再築 まで行 うのは困難であ

る。従って、現建物構造はそのまま保全、構造 材(柱 ・針 ・貫 など)は 一切 除去 しな

いこ とを最優先 し、不用意な補強の手 を加 えることもしないこととした。

以前に行われていた仮設的間仕切 りの撤去、大型の戸棚類 のリプ レース と一・部撤去、

大量の書籍 は別棟1階 へ移動な ど2階 床の積載荷重の軽減 も図ることとした。

② 復元

まちや としての原型 に手 を加 えて しまった部分 については、実用上大 きな問題がない限

り元の姿に復元190年 前に近づける。特 に戦後(昭 和30年 代)行 った台所 ・食堂まわ りの

大壁洋室化 された部分内装 をすべて撤去 し、原型構 造材 をそのま ・顯(あ らわ)し た空間

とす る。

(3)補 修

これほ どの時間を経て きた木造であるか ら、床下部分 などの主要 な構造部材 に腐 り・蟻

害 ・浸水 などによる損傷が見受け られる。調査 をすすめなが ら補修 ・部材の差 し替え ・更

新 、局部的補強を行うことにする。

(4)リ ニュアル

このプロジェク トの一つの動機で もあ る生活空 間 としての整備一今 を生活する家族 に

とって使いやす く快適 に住み こなせて、 日々を楽 しめ る住 まいに整 える。家族の高齢化 を

ふ まえ、バ リアをで きるだけ取 り除 く。 メンテナ ンスの容易な ものに改める。間取 りは原

則的に変更 しない。
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V[-2改 修 の実施

ω 外部

基本的には手を加えないが、隣家屋根 との取合い部が経年劣化、雨水 によ り外壁土壁が

洗われ下地が出るほ ど損傷が進んでいたので、改めて補修、隣家建物 による見え隠れ部分

には波型鉄板貼 りを施 し、 さらに上屋根接触部 に水切 りを取 り付ける 〔写真18、19〕 。

また、隣家側敷地排水が、一部 当住宅脱衣 トイレゾー ンの床下 に流入する状態であった

ので布基礎状止水壁 を設けて屋外排水溝へ導 く 〔写真20〕。

写真20床 下への侵入する雨水を遮る布基礎新設

古民家 は一般 に建具の気密 ・水密性能は貧弱であ る。 ここで も大 きな開口 となっている

2階 中庭側の建具は、後年設け られたガラス障子 と木製雨戸 は入れ替え式である。深い庇

によって保 護されているが強風雨時には漏水が避 け難い。

2階 中庭側 の鴨居敷居 を改修、銅版水切 りと2重 レールを整備、防水性能を向上 させる

と共に、 ガラス戸に重ねて随時雨戸 を閉め られる構造 に改める 〔写真21、22〕 。
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織 難.

懸 鵜 客.
写真21銅 板水切

(2)内 部空間

基本的 な平面(間 取 り)の 変更 は しないが、「まちや」の特徴 であった強い タテの動線

(玄 関/中 庭)よ り、横方向(台 所/食 堂/座 敷 ・居間)へ の流 れを作 り出す ことを重視、

今 日の家族生活に適応 し得 る空間を求めることになった。

台所 と居間

居 間～家族室 として使われている座敷(中 庭 に面 した6帖 和室)、 寝室(奥6帖)の ゾー

ンと台所、食堂のゾー ンを分割する形で貫いていた土間(た た きの通 り庭)は まちやの特

徴的空間ではあるが、これ を玄関部分のみ を残 して板貼 りの床 に変更、居 間 と食堂 を連続

空間にする。

図19旧 断面 図
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土 間床か ら180、440の 段差 を頻繁に上 り下 りす る負担 を解消 し、茶の間的座敷 と新 しい

ダイニ ングキ ッチ ンを直結 した。依然240の 段が残るが、食堂部に露出する梁下内法を1.780と

した結果である。 これは畳に座った人 と食堂の椅子 との視線 レベルを近づけることにはなった。

床材 は構造用合板下地に赤松 ムク板、黒褐色の拭 き漆仕上げとして、玄関側か ら見て従

来の床 たたきや、柱梁の木材 と色相 ・明度 ・彩度すべ て近い もの とした 〔写真23〕。

融撫

写真23

旧食堂は広 さ ・動線 ・雰囲気の面か ら作業室(ユ ーテ イリテイ)に 変更 された。

大壁式 に貼 り回されていた天井(2.300)・ 壁 ・梁覆い などは全 て撤去、2階 床梁 ・床板な

ど露出のま ・の根太天井(約2,800h)が 現れて、連続す る座敷の大引 き天井 ・真壁つ くり

の柱梁 との調和 は大幅に改善 された 〔写真24-1、2〕 。

厨房器具 ・冷蔵庫の レイアウ トも改めて整理、中庭側窓の採光通風機能を回復、南面の

嵌殺 し窓はジャグジー窓 に変更 して換気機能の向上 を図ることに した。

土間

玄関部は現況のまま残 し、土間②(内 玄関)に 入 ってか ら靴脱 ぎの奥か ら板張 り床 とし
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霧
馨

霧
肇

難
.懸
繕
馨
蕪

毎 欝驚

蕪
撫 嚇

v
灘 蕪 講.

写真26-1(旧)土 間左 が台所右が座敷

蟹ノ 　

/難羅

篇麹熱
写真28食 堂:左 が台所 、右が座敷

床面の突出する敷居 の類はな くした 〔写真26～28〕。

土間には主要 間仕切 り線上 に敷居 ・差 し鴨居 ・格子戸がある。大寸の敷居をまたいでい

くのは、殊 に高齢者にとっては抵抗があるが、建具がつ いていることもあ り、床組みのな

い土 間にあっては貴重 な足 固め部材であることか らこれか らも土間 として使われ るスペー

スには一本だけそのまま残す ことになった。新たな床張 り部では根太、床板(2重 貼)に

よって柱脚部がよ り安定することになった。

1階 お く(寝 室)

外気 に直接 さらされることのない この部屋が老婦人の寝室に使用 されている。部屋 は障

子ふす まによって間仕切 られてお り、一隅部は隣室のふす まと直交させているが隙間を生

じてい る。敷居 ・鴨居 と同寸の付柱 を立てて建て付 け納 ま りを改善 した。

2階 板間(座 敷 ・茶室前広間)

作業場～倉庫 的なスペースとして一部仮設間仕切 りが設け られていた。反物や家具 など

を収納 した大型の戸棚、書棚 などと共に撤去 または再配置 した。呉服商時代の間取 りに戻

したことに よって東道路側の虫籠 窓か らの採光通風 を回復で きた。座敷ふす まを開放 して

中庭か表道路 までつなが る空間が広がることになった 〔写真29、30〕 。

399



研究集録 第25号

灘
懸灘

鎌

襟写真292階 板の間

懸潔§鞭

灘'
写真30

紳鰐

ノ 響

籍1'誕

1讐

2階 板の間から茶室出入口

床は板張 り、天井 は在来天井の不 陸調整の上に杉柾合板 張 りとした。

浴室 ・脱衣 ・便所

後年(昭 和30年 代)増 改築 を施 したこの水周 りは、スペース取 りに難があったので、狭

く使い辛い ところを構 造を変えない範囲で修正、可能なか ぎり足元の敷居 など床の突出を

取 り除 き、動 きやすさ、通路巾の改善、手摺の取 り付 けを行 った。

その他、1階 茶の間(6帖)、 みせの問、仏間、2階 座敷、前の問、茶室は、現況のまま

手 を加 えないこととした。小 さな傷、便宜 的に設 けられた棚 などは全て除去 した。
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写真351階 仏間

藻 灘 難欝 ・
辱尊

。".繍 ミミ窓、

需磯 騒 ト・ 、

筆麟 撫'ゴ
嘱砺"D

ウ

!懸 難 　　
務灘 麟 灘難

灘 萎藝懸鍵 懸 灘'
.

難 華§繋 繕1議 葵欝 ミ
再ミ謹ミ督、自、脅 尊、

N難 蕪
轄

　 　　 ミ　

鎌講磯購鎌灘聯 麟㈱__繋 舞.

灘 羅 灘 懸 欝魏 懸 懸rzr;..,.Y

写真362階 座敷(中 庭側)

写真37床 の間

写真39茶 室床の間の部
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奈良 ・丹波市町の 「まちや」一辻家住宅一の改修覚書

一 一 一 》 r

図21改 修後平面図2階
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主要室内仕上表

()内 は旧仕上を示す。

室名 床 壁 天井 注

1階

玄関

(土間①)
たた き しっ く い 大引き天井

内玄関

(土間②)

松坂 一部 たた き

(たた き)
しっ く い 大引き天井

食堂

(土間③)

松坂 拭き漆

(たたき)
しっ くい 大引き天井

台所
松坂 拭 き漆

(フロー リング)

しっくい 一都 メラニン

プリレト合板 化粧板

大引き天井

プリレト合板 軟繊維板
(旧仕上)は 撤去

作業室

(食堂)

松坂 拭 き漆

(フロー リング)
し っ くい 大引き天井

みせ た た み4.5帖 し っ くい 大引き天井:松

中の間 たたみ6.0帖 し っ くい 大引き天井

座敷 ・茶の間

奥の 間
た た み6.0帖 し っ くい 大引き天井

(寝室) たたみ6.0帖 し っ くい 竿縁天井:杉

仏間 たたみ3.0帖 し っ くい 竿縁天井

3帖 の間 た た み3.0帖 し っ くい 竿縁天井

脱衣 ・洗面

便所

フ ロ ー リ ン グ

ー 部 ビニールシー ト
し っ くい 合板:ペ ンキ

ユニ ットバ ス組込

(旧仕上〉撤去

2階

茶室 た た み4.5帖 し っ くい 網 杉板 大和天井

水屋 た た み3.0帖 し っ くい 竿縁天井

3帖 た た み3.0帖 し っ くい 竿縁天井

座敷 たたみ8.0帖 し っ くい 竿縁天井:屋 久杉木

座敷(前 室) たたみ6.0帖 し っ くい 竿縁天井

4帖 の問 たたみ4。0帖 し っ くい 竿縁天井

板の間 化粧合板 し っ くい 杉柾合板:杉 (旧仕上に重ね貼)

(3)設 備

台所 ・洗面 ・便所な どの器具 は夫 々更新。

既存の照明器具は継続使用す るが一一部は裏方へ移動 した。主要室照明器は新調。

新たに大引 き天井 となった食堂の照明は和風 あか りも対象 にはなったが、 シャープな舟

形の木製ペ ンダン トを採用、露出 した大 きな梁 ・貫 との対比的調和 を企 てた。

各所 に取 り付け られていたクー ラー、特 に茶室 じゅらく壁 に焼付塗装鉄板の器具 は痛 ま

しいが再配置 は後 日に持 ち越 しとなった。

熊明 ・通信 などのため引 き回されていた露出配線 は殆 どのものが整理 して撤去 された。
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(4)補 修

台所上部2階 床梁 西端部

台所外壁隅柱 脚部

台所東部1階 床梁

蟻害部分切 り取 り、埋 め木

蟻害 一・部切 り取差 しさえの上補強

蟻害 と腐 れ 一部取替 え

V旺.お わ りに

止むを得 ない若干の制約の中です ・めた"ま ちや改修"で はあったが、原型 を保ち一部

については復元 を図って、現代の生活 に適応で きるよう改修する とい う当初 に設定 した 目

的はほぼ達成で きた。

この ような歴史のある本格 的まちや に触れて、迫力 のある木組 ・塗 り壁 ・格子の中にこ

め られた190年 前 の工人の手の跡 ・凝 らした工夫、その こころを感 じることがで きた。啓

蒙されるところまことに大であった。

長年主婦 として住み続 け、様 々な歴史 と記憶 を刻 まれたであろ う高齢の ご母堂に も、出

来上が りを喜 んでいただいたのは望外の ことであった。

さしたる知見 もない者に、この貴重な機会を与えていただいた 辻一郎氏に感謝いたします。

また、改修工事を担当 した松 田工務店(松 田弘氏)に は、実測 ・調査 ・記録 などにも大

変なご協力 をいただいた。本稿 の編集 に当たっては短大 ・藤本幹也講師のご援助 を得てす

すめた。

現在、はなれ(一 部土藏つ くり)の 内部 を新たに書斎 として改修 中である。

この古 いまちやの住 まいが 単 なる保存或いは観光の対象 として残 ってい くのではな く、

これか らもご家族の 日常に生活が豊かに営 まれ、訪れ る人々にも共感 と感動 を覚 える空間

であ り続けることを願 っている。
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追記

改修後(平 成17年6月17日)、 この住宅は国の登録有形文化財 に指定 された。

日 籍 闘 2005年(平 成17年)6月rw・M

鞭 盤 鍵1
灘徽難1
灘響叢
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